≪ボランティア活動にあたって≫
●朝、ボランティアセンターに着いたら・・・
　・ボランティア受付名簿に氏名等の記入をお願いします。
　・ボランティア活動保険に加入していない方は、加入をお願いします。

　（※本人負担額200円）
☆オリエンテーション会場で、下記の準備をしてお待ちください。

　・ポストイットに、名前と携帯番号を書いてご準備ください。
　・ガムテープに氏名を書いて、ヘルメットに貼ってお待ち下さい。
●9時からオリエンテーションを行います。
○軽く身体を動かしましょう！
○本日の活動と諸注意について・・・
①本日の活動先の大まかな説明と、活動中の注意事項等について
※裏面の｢活動中の注意事項｣をご覧ください。
②グループ分け
※裏面の｢グループ分けを行います。｣をご覧ください。
　○その他・・・
・必ず１時間に10分以上は、休憩を取ってください。

・活動が終了した際、また、時間になっても終わらない際には、現地コーディネーター、

もしくはボランティアセンター担当へご連絡ください。
※ホワイトボードの携帯番号を登録してください。
○活動終了後・・・

・現場で除雪道具のチェックをしてください。※依頼者宅の除雪道具と間違えないように！

・安全運転をお願いします。

○ボランティアセンターに戻ったら・・・

・道具を所定の場所へ返却し、必ず手洗い、うがいを行い、活動報告書を記入してください。※活動報告はグループリーダーでなくても結構です。
・グループリーダーは、除雪道具持出チェック表を提出してください。

　※道具に破損・変形があればその旨を必ず記載して提出してください。
●以下の状況の際は、すぐに現地コーディネーター、

もしくはボランティアセンター担当へ連絡をしてください。
　　・依頼者宅に到着後、活動前に声をかけたが返事がないときなど
　　・ボランティアさんが怪我をしたとき、怪我をさせてしまったときなど
・依頼者宅の屋根や壁、窓ガラスを破損、もしくは変形させてしまったときなど
◎その他、判断に困ることがありましたら、現地コーディネーターもしくはボランティア
センター担当へ連絡してください。
　　◎中山間部は、携帯が繋がらない恐れがあります。
●活動中の注意事項
・道路沿いの活動や道路脇を移動等で歩く際は、十分注意をしましょう。
・スノーダンプにも力を使わない方法があります。ぜひ皆さんで学び合ってください。
・屋根雪を落とす際、巻き込まれないようにしましょう。

・屋根雪を落とす際、落とした雪が窓ガラスを割る場合があります。

・家の壁面に沿って積もった雪は、圧雪されていない為、特に足場が悪いです。

・雪が積もった場所の下には、池や庭木等がある場合があります。

・樹木等の高いところから、雪の塊が頭上に落ちてくる場合があります。（ヘルメット着用）

・張り切りすぎないようにしましょう。（時には依頼者とお話をするのもボランティア）

・1人での活動は危険です。（周囲に仲間がいますか？）

・除雪機には要注意！（洋服や足が巻き込まれる場合があります。近づかないで下さい）
・除雪用具は、大切にしましょう。（振り回したりすると大変危険です）

・活動先によっては大きな声を出さずに静かに活動を行う場合があります。

・依頼者宅の除雪用具と間違わないように持ち帰りましょう。

～お気づきの点等ございましたらお聞かせください。今後の参考にさせていただきます～
●グループ分けを行います。
　・自己紹介をしましょう。

　・グループのリーダーを決めましょう。

　・本日の活動先は・・・依頼票・地図・用具持出チェック表を渡します。
　・配車について・・・

　・昼食は、活動先に行く途中のコンビニエンスストアで購入します。
　　※１ヶ所に集中すると商品がなくなりますので、購入場所を事前に振り分けます。

　・除雪用具を積み込みましょう。
※スコップ、スノーダンプ、かんじきなど必要な道具をグループで用意します。
　・出発前に、トイレを済ませましょう。

・グループリーダーは、出発前に人数と道具の最終確認をお願いします。
●かんじきの履き方を学びましょう。（状況により現地で行う場合があります）


⇒ホワイトボードに記載した連絡先を登録してください。

ボランティアセンター


３原則





①依頼者本位





②地元主体





③ムリをしない





運転者は、安全運転に努めてください！








依頼者の気持ちを尊重しながら、あわてずにゆっくり活動しましょう！











